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大学生において経口避妊薬（ピル）解禁がHIV感染に及ぼす影響
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目的　経口避妊薬（以下，ピル）解禁のHIV（Human Immunodeficiency Virus）感染拡大に及

ぼす影響を検討するため，大学生を対象として基礎的調査を実施した。

対象と方法　788人の大学生（男子学生349人，女子学生439人）を対象として，ピル解禁とコン

ドームの利用について質問紙法で調査しHIV感染への影響を検討した。

結果　1)対象者の性交経験率は，男子学生が49.7％，女子学生が42.8％であった。

　2)大部分の学生はHIV感染拡大を予測していたが，HIV感染の当事者としての知識ある

いは認識は充分とは言えない状況であった。

　3)現在のところ，避妊法としてコンドームが定着しているが，HIV感染予防の観点から

は完全な使用法ではないと思われる結果であった。

　4)男女とも4割がピル解禁に賛成であったが，当事者としてのピル利用には否定的であっ

た。しかし，男女とも一部にピル利用に肯定的な学生がおり，また性交経験者においてピル

利用に肯定的である傾向が認められた。

　5)ピルが解禁された場合，学生はHIV感染が拡大すると予測しているが，男女とも半数

以上がピル利用時でもHIV感染予防のためにコンドームを利用するとしていた。ただし，

避妊のためのコンドーム利用に比較すれば後退した結果であった。また，性交経験者を中心

にして，男子学生にコンドームに対する否定的な傾向が認められた。

結論　以上の結果より，HIV感染予防の観点から見ると，今回対象とした大学生は性的活動性

を有しているが感染に対する危機感が希薄でかつコンドーム利用も万全ではないことから注

意の必要な集団と思われた。また，学生は当事者としてピル利用には否定的であったが約4

割はピル解禁に賛成であり，特に性交経験者が肯定的傾向を示していることから，ピルが解

禁された場合急速ではないがある程度普及すると思われた。ピル利用時でもHIV感染予防

のためコンドームを利用するという回答傾向が男女とも優位であったが避妊目的の場合ほど

ではなく，しかも男子学生はコンドーム利用に否定的傾向がありピル解禁時のコンドーム利

用に対する意欲が減退する可能性が認められ，ピル解禁とHTV感染拡大は無関係とは言え

ないと考えられた。
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